
伐採木利活用であずまやを現地で製作
～ とち木゛の会協力・真岡工業高校実習教育に活用

記 者 発 表 資 料

下館河川事務所では、洪水時の水の流れの阻害やゴミの不法投棄の温床になるな
ど、河川管理上支障となっている河川敷に繁茂している樹木を、自然環境に配慮し
ながら計画的に伐採しています。

伐採した樹木については、処分費の削減と木材資源の有効活用等を図るため、鬼
怒川・小貝川の沿川自治体と協働・連携し、伐採木を利活用する取組を実施してい
ます。沿川自治体の利活用事例としては、学校への学習教材、防災用機材等があり
ます。

また、当事務所では、堤防上の車止めや堤防への階段設置材料等として利活用し
ています。

今回、伐採木利活用の取組のさらなる拡大と推進を図るため、宇都宮市桑島町地
先（鬼怒川左岸）にあずまやを試行的に製作し設置します。ここは 「きよはら水辺、
の楽校」の活動場所に面し、年間をとおして実施される種々の活動の拠点として利
用することが出来ます。

また、設置にあたっては 「地球温暖化防止」と「地産地消運動」の一体化を推進、
している「とち木゛の会」が指導者として協力し、真岡工業高校建築科及び建設科
の生徒達が実習教育として参加します。

【日 時】 平成２１年１１月２８日（土 ・２９（日））
両日とも９時～１５時まで

【場 所】 宇都宮市桑島町地先（きよはら水辺の楽校）

【内 容】 伐採木を利活用してあずまやを作ります
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　 河川内の樹木が密集して生えていると、洪
水の流下の阻害となるなど、治水上問題とな
ったり、河川巡視の視認が困難となる、ゴミの
不法投棄の温床となるなど、河川管理上の支
障となっています。

『パートナーシップwithリバー』プロジェクト　～地域との川を軸とした協働・連携事業～

                                                                         　　　　　　　　　　　下館河川事務所

河川巡視に支障 ごみの不法投棄の温床

『パートナーシップwithリバー』プロジェクト
～地域との川を軸とした協働・連携事業～

・河川事業への理解向上

・防災意識の向上

・伐採木処理コスト縮減

・行政サービスの向上

・防災意識の向上

・材料費のコスト縮減

・治水安全度の向上

・利便性の向上

・生活環境の改善

下館河川事務

　このため、自然環境に配慮しつつ、計画的
に伐採を行っています。

河道内樹木による河川管理上の支障例

　国土交通省下館河川事務所では、『河川事業への理解向上』、『防災意識の向上』や
『伐採した木について処分費の縮減』を図ると共に、伐採木を利活用した『地域の生活
環境の改善』や『地域の活性化』を進めるため、『沿川自治体１８市町と協働・連携』し、
これら伐採木の利活用を行う取り組みを進めています。

丸太椅子を
職員自ら加工

市管理の公園内
で丸太椅子に利用

真岡市(旧二宮町)

地域イベントで
ﾋﾗﾀｹ植菌に利用

下妻市

地域ｲﾍﾞﾝﾄで水鉄
砲の製作に利用

学校教育でﾋﾗﾀｹ
栽培に利用

取手市

学校教育で
シイタケ、ヒラタケ

の栽培に利用

伐採木利活用の事例

伐採前 伐採後

伐採木の発生利活用

筑西市

防災訓練の
担架に利用

下館河川事務所

沿川自治体の利活用 国の利活用

堤防法面に
階段として利用

堤防天端に
車止めとして利用
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【 ゼンリン電子地図帳にて作成】



洪水時に障害になった伐採木や竹から

あずまやをみんなでつくります！

伐採し、仮置き場
へ運搬

柱材の皮むき作業

設計図検討
作成中！

建築の専門家
「とち木゛の会」
が、あずまやの
構造は伐採木を
柱にし、間伐材
を屋根下地にし
て二重野地板構
造で通気層を確
保します。屋根
には竹も使いま
す。

洪水時に流れの阻害になる樹木などを伐採します

日　時　　平成２１年１１月２８日(土)･２９日(日)
　　　　　　　　　　　午前９時から１５時
場　所　　宇都宮市　きよはら水辺の楽校
募　集　　小中学生･･･作り方の見学、伐採木･竹から小物づくり
　　　　　高校･大学生等･･･建築を勉強しながらの建物づくり
内　容　　伐採木からあずまやを作ります
主　催　　国土交通省下館河川事務所、とち木゛の会
協　力　　きよはら水辺の楽校協議会
　　　　　栃木県立真岡工業高校建築科・建設科
問合せ　　国土交通省　石井出張所
　　　　　　　　電０２８－６６７－０５７０

　鬼怒川を管理している下
館河川事務所では、河川敷
の支障となった伐採木の利
活用を流域の１８市町と連
携を図る検討会を立ち上げ
ています。処分費を削減し、
有効に利用しようとしていま
す。

　とち木゛の会（小西敏正会
長：宇都宮大学名誉教授）
では、間伐材の有効利用
や県内小学校などへの炭
焼き体験などを通して地球
温暖化に興味を持ってもら
おうとしています。

いろいろなイベントを眺められ
る堤防上に設置します。

参加費：無　料
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険を
かけます）

きよはら水辺
の楽校は鬼
怒川に面して
います。

あずまや設置
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